
雨の降る日が続いていますが、朝晩は過ごしやすい気温となり、少しずつ秋の訪れを感じられる季節

となってきました。 

先日の朝、いつものように正門で子どもたちを迎えていたときのことです。一人の１年生が、今にも

泣き出しそうな表情で登校してきました。慣れてきたとはいえ、１年生にとって毎日が新しい経験の連

続です。すると、その後ろから登校してきた６年生が、その子の横を通り過ぎる際にそっと手を差し出

しました。１年生は自然にその手を握り、二人は手をつないで昇降口へ向かっていきました。 

言葉は交わしていなかったかもしれません。しかし、「大丈夫だよ」という６年生の優しさと、「あり

がとう」という１年生の安心した気持ちが、そのつないだ手から伝わってくるようでした。私は、その

後ろ姿を見送りながら、とても清々しい気持ちになりました。このような何気ない日常の中で見られる

思いやりや優しさが、子どもたちの豊かな心を育んでいるのだと改めて感じました。これからも、互い

を思いやり、支え合う温かな学校づくりを大切にしていきたいと思います。 

９月中旬から、運動会に向けた練習が始まりました。運動会は、競技や演技に一生懸命取り組むだけ

ではなく、仲間と力を合わせることの大切さを学ぶ機会でもあります。運動会に向けた練習の中で、「大

丈夫だよ」「もう少しがんばろう」と声を掛け合ったり、友達と協力しながら取り組んだりする姿が一

人ひとりの成長につながっていきます。運動会当日は、競技の結果だけでなく、友達と支え合いながら

頑張る姿や、学年・学級の仲間と協力して取り組む姿にもぜひ注目していただければと思います。子ど

もたち一人ひとりが仲間とともに成長できるよう、今後も支援してまいります。温かい応援をよろしく

お願いいたします。 

本校では、学年で子どもたちを見ていく「チーム担任制」を取り入れています。教科を分

担して指導を行うことで、学年・専科など複数で子ども達の成長を支えていきます。子ども

たちにとって、一人の担任だけではなく、学年の全ての先生とかかわる機会を増やし、学年

の先生たちを身近に感じ、どの先生にも相談できる雰囲気を作ることが目的です。より多く

の教職員で子どもたち一人ひとりをしっかり見ていき、安心した学校生活が送れるよう努

めてまいります。 
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「チームワーク」 

学校長 刀根 正秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月30日 

横浜市立二谷小学校 

校長  刀根 正秀 学校だより 


